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三島市障がいとくらしを支える協議会は、市内関係団体・当事者・事業者の顔の見える 

“つながり”作りを大切に、愛称：アーチのとおり、架け橋になることが目標です！！ 

か  た  ら  し  て   
平成 30年 7月発行 

 

いいものみつけた！！ （皆さんのこえ） 

アーチ 通 信 第 4 号 

「か た ら し て」 は 三島の方言で  

「なかまにいれて」 という意味です。 

 

 

  

みしまプラザホテル 割烹 菱屋 さん 

 

障がいがある子と一緒のお祝いごとなどの会食は、

周りの目や同席者にも気を遣います。 

菱屋さんは、完全個室でホテルの部屋食のような雰

囲気。専属の仲居さんもついてくれるので、気兼ね

なく食事ができました。窓の外の庭園も綺麗です。 

（育成会 S さん） 

 

テーブル席なので、車椅子の方も OK。入り口の段

差はスロープを出して対応してくださるそうです。 

『下山商店・かき氷部』 

松本にある、夏の間の週末だけ OPEN するかき氷屋さん。フワ

フワのかき氷が楽しめます。これからの時期におすすめです。 

週ごとに替わるメニューもあって、色々な味がありますよ〜♪ 

（注）駐車場は、お店の前だけになります。（育成会 H） 

 

 

介護中マーク 

 

静岡県で生まれたカードで、全国的 

にも広がっているそうです。 

ヘルプマークは本人がつけるものです 

が、介護マークは障がいのある方に付 

き添われている方がつけます。外出先 

のトイレ、病院の待合室など、人の目が気になってしまうときにつけることで、

周囲の方の理解につながります。 

市役所の長寿介護課の窓口に行けば、名札ケース付きのマークを簡単に受け取

ることができます。（育成会 H） 

遠藤製餡所さんの「最中セット」 

 

三嶋大社の側に昔からある餡屋さん。 

最近、「最中セット」という物がある 

のを知りました。 

最中の皮の中に自分で餡を入れます。 

パリパリの皮と冷たい餡がベストマッチ。 

バニラアイスを加えてもGOOD！ 

お子さんの夏休み中のおやつに、オススメです。 （育成会 H） 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営会議のほうこく！  日時：平成 30 年 6 月 28 日（木）15：00～17：00 場所：三島市役所西館会議室 

 

プロジェクトチームの進捗状況について 
①相談＆サビ管の連携プロジェクト(6/20(水)開催) 
・6/27（水）開催の研修会について、当日はプロジェクトメンバー・運営委員・事務局以外に 50 名程の参加がありました。 
・このプロジェクトは当初の予定通り、来月の報告をもって一旦終了となります。どのような形で以後に引き継いでいくのかを考えると共に、これまでの取り組み 
 をどのように情報発信していくかが、課題として上がっています。 

②アーチ通信プロジェクト(5/30(水)開催)双方向型の紙面作りを目指したく、次回のネットワークミーティング時にアンケートを実施させていただきます。 
③人材育成プロジェクト(6/14(木)開催)ネットワークミーティング開催に伴い 
・顔写真付きの名簿作成を計画しています！ (相談＆サビ管の連携プロジェクトミーティング時にも写真撮影を実施しました。) 
・ワールドカフェでは参加者想定数を 60 名程度予定しています。1 つのテーマに対して、数珠繋ぎで繋がるマップ作りを進めたいと企画しています。 
 

地域生活支援拠点について 
①県から“地域生活支援拠点ニーズ等整理表”の提出(納期：8/6(月))を求められています。 
整理表の作成について、体裁よく仕上げるだけではなく、運営会議で議論を進めた内容も踏まえ、一歩踏み込んだものを作成する予定です。 
整理表の項目「現状把握」と「対応の方向性」等については基幹相談でたたき台を作成した上、運営委員で内容を詰めることとしました。 
通常の運営会議の日程では間に合わないと考え、臨時会議の場を設けます。尚、臨時会議には圏域スーパーバイザー牛島さんへも参加を呼びかけます。 

臨時会議： 7/24(火)15：00～17：00 三島市役所 
 

その他 
①野田委員(社会福祉協議会)から、「市民後見人の養成研修説明会」および「市民後見人の普及啓発講演会＆相談会」の開催について案内がありました。 
②橋本委員(三島市手をつなぐ育成会)から、「親なきあとも地域で安心して生活していくために」研修会の案内がありました。     

 
 

 

 

 
（プロフィール） 

事業所 ： NPO法人自立生活センターアシストミル 

職  種 ： 相談支援専門員 ピアカウンセラー 

名  前 ： 湯山 恭子 

趣     味 ：お出かけ(旅行・買い物・散歩等々なんでも外に出ること) 雑貨屋さんめぐり 

苦手なこと ： 雷  怖い話  ハト 

ひとこと  ： 明日から北海道に小旅行に行ってきます。バリアフリーなツアーなのですが、どこまでバリアフリーなのか楽しみ 

です。世の中まだまだ当事者にとって必要なバリアフリーではなかったりしますからね。 

特別なことをするのではなく、障害のない人たちができていることが障害を持っていても当たり前にできるこ 

と、それが真のバリアフリーではないでしょうか。 

サポーター紹介！ 

 

 

 



  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

*より詳しい情報はホームページに掲載しましたのでご覧ください。 
 

三島市障がいとくらしを支える協議会ホームページ   http://kir250520.kir.jp/netcommns/htdocs/?page_id=35 

おしえて Ｑ ＆ Ａ 

どんなひとが運営委員なの？ その 2 
 

 

★プロジェクトってなに？ 

その 1  概要 

 

第 6 号 

★プロジェクトってなに？ 

その 2 相談＆サビ管プロジェクト 

 

第 7 号 

★プロジェクトってなに？ 

その 3 人材育成プロジェクト 

 

第 8 号 

★プロジェクトってなに？ 

その 4 アーチ通信発行プロジェクト 

 

＊予定は変更されることもありま

す。ご承知願います。 

おしえてＱ ＆ Ａ 今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 大三 委員（三島森田病院） 
  
精神の領域に携わって 15 年が経過しました。現在、アーチ通信プロジェクトのメンバーです。フッ
トワーク良く顔の見える関係を広げたいです。趣味はオカリナ演奏で疲れたこころが癒されています。 

大出 高史 副会長（佐野あゆみの里） 
 
多くの方と繋がりながら、「三島ってとても良い街だよね」と思えるよう、色々なことに前向きにチ
ャレンジしていきたいと思います。繋がる、広がる・・・１年後、どんな協議会になっているか楽
しみです♪ 宜しくお願いします。 

岩本 初美 委員（エシカファーム ＮＩＨＯ 八反畑園） 
  

障がいのある方と家族の未来を明るくしたいという理念のもと、エシカファームで子どもたちと、
日々自己肯定感を大切に楽しく過ごしています。 

長谷川 真美 委員（サポートセンターなかせ三島分室）  
 
三島市で障害のある人もない人もそれぞれが楽しく暮らせる市を目指したいと思っています。 
モットーは「なせばなる」という楽天的な人間です。よろしくお願いします。 

山本 剛士 委員（そおれ）  
 

愛称「アーチ」の協議会の一員として、さまざまなアーチづくりや楽しいことをやっていくために、 
精一杯背伸びして頑張ります。 

笹本 絵里花 委員（三島市発達支援課） 
  
この 4 月から運営委員になりました。貴重な機会をいただき、大変ありがたいと思っています。 
発達支援課に異動し、学びの日々です。みなさん、よろしくお願いいたします。 

 


